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荒木めぐみ記者 特派員になっ

たら取材を通して

学んだことを生か

し、自主取材でこ

どもタイムズの紙

面を堂々とかざりたい。

飯田桃子記者 取材を受けてく

ださった方全員が

輝いていた。働く

うえで「仕事に誇

りを持って楽しむ

こと」が大切だと学んだ。

飯塚拓人記者 仕事の裏側を取

材し、何が欠けて

も今僕らが生きて

いる便利で快適で

安心な暮らしは成

り立たないと感じた。

石倉あみ記者 「後悔先に立た

ず」。これが人生

だと思う。大きく

大きくなって、世

界中の命を輝かせ

られるように頑張りたい。

石西颯真記者 僕は話すことが

好きなので、最後

まで人の話を聞け

なかった。取材を

して、相手の考え

を理解できるようになった。

石野将一記者 取材後はいつも

自分のメモとにら

めっこをして作文

を書いた。ぼくの

知らない世界がた

くさんあることを知った。

石橋明璃記者 最初はきんちょ

うしたけれど、み

んなと仲良くで

き、多くの人と知

り合えたことが楽

しくて、とてもうれしかった。

わくわくの１年間…経験は未来へつながる

知
ら
な
い
世
界
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
た

心
に
残
る
言
葉
が
あ
っ
た

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
の
笑
顔
が
す
て
き
だ
っ
た

★９期生は８月以
い

降
こう

、「こども特
とく

派
は

員
いん

」として自分が住

む地
ち

域
いき

や学校などの話題を取材し、記事で紹
しょう

介
かい

します。

また、こども記者は毎年５～６月、小学４年～中学生を対

象に募
ぼ

集
しゅう

しています。

稲葉悠太記者 自分が通った保

育園を自主取材し

た。知ったつもり

のことを違う視点

で見られることが

取材の良いところだと思う。

井上珠喜記者 質問を考えて取

材に行き、たくさ

んのことを知れ

た。インタビュー

をすることで大人

と話す勇気もわいた。

岩本彩乃記者 一番心に残って

いるのは昆虫写真

家・栗林慧さんの

取材。昆虫公園に

も行って栗林さん

の昆虫への愛を感じた。

瓜生健心記者 こども記者にな

り、目上の人への

言葉づかいと文を

書く力を学んだ。

相手への考えや自

分自身も深められた。

太田美海記者 こども記者のみ

んながのっている

新聞記事は私の宝

物。仲間と出会い、

仲良くなれたこと

は私の思い出です。

大場瑠久記者 水俣病の取材で

胎児性患者さんの

「水俣病になって

も水俣湾が好き

だ」という言葉が

特に心に残っている。

大林恵奈記者 取材先の方、大

人記者、こども記

者の仲間、送迎し

てくれた家族、記

事を楽しみにして

くれた祖父母に感謝したい。

岡小夏記者 農業、ＡＩ、世界

遺産など、取材を

通して知らない世

界を知ることがで

きた。これからも

たくさんの発見をしたい。

荻野奈々記者 頑張ったのは取

材の時の質問を考

えることだ。取材

を重ねるうちに読

者が知りたいこと

が分かり、コツをつかめた。

小野絢菜記者 こども記者にな

り、同じ趣味の人

と出会い、人と話

すのが楽しいと思

えるようになっ

た。夢に向かって頑張りたい。

甲 翔空記者 キュリオスのバ

ックヤードと福岡

市動物園の獣医師

さんを取材した。

文章をまとめる力

がつき、自信になった。

金森詩絵菜記者 取材を通して

いろいろな人の努

力を見て、聞いて、

体験し、その大変

さを学んだ。これ

からの生活に生かしたい。

河野由奈記者 取材してどう記

事を書くか、参考

にするためによく

新聞を読むように

なった。新聞から

さまざまなことを学びたい。

川原優亜記者 私は人にあいさ

つすることが苦手

だったが、コミュ

ニケーション力が

身についた。大き

な一歩をふみ出せたと思う。

城戸悠記者 「或る列車」の取

材が特に思い出に

残った。僕は鉄道

が好きなので、楽

しかったし、スイ

ーツも甘くておいしかった。

清武琳記者 一番印象に残って

いるのは福岡県警

察通信指令室の取

材。ふだんは見ら

れない通信指令室

の中を見せてもらえた。

古賀悠貴記者 取材を通して、

いろんな人が苦労

や工夫をしている

ことが分かった。

今後は自分にでき

ることを考え、実行したい。

小柴かずき記者 取材では、記

者でないとできな

かったであろう体

験もあり、とても

面白かった。学ん

だことを生かしていきたい。

小島涼葉記者 一番心に残った

のはロヒンギャ難

民を助けた医師の

話を聞いたこと。

１年を通し、さま

ざまな分野に興味を持った。

坂本峻之助記者 ふだん気付か

ないことを詳しく

知ることができ

た。科学館ではＭ

Ｃの方がお客さま

思いで、素晴らしいと思った。

佐々木馨子記者 １年間、たく

さんの取材をする

ことによって「勇

気のある人」にな

れた。学んだこと

を今後の人生に役立てたい。

佐々木直土記者 取材で出会っ

た多くの人は自分

の思いを大切にし

て、一生懸命にが

んばっていた。そ

の姿や笑顔がすてきだった。

塩津夏希記者 取材を通して人

とのコミュニケー

ション力を高める

ことができた。ど

んな仕事にもやり

がいがあることを感じた。

清水愛理記者 取材に行った先

々で伝統や文化を

守ろうとしている

人たちと出会え

た。あいさつの大

切さも実感することができた。

白石茉於記者 こども記者にな

って、知ることの

楽しさと、文の書

き方や表現の仕方

を学んだ。貴重な

体験をいかしていきたい。

鈴木望日記者 産婦人科の取材

で、助産師が妊婦

に声をかけている

姿が印象に残っ

た。疑問だったこ

とが取材で分かり楽しかった。

炭倉裕貴記者 航空会社取材で

は一般の人が入れ

ない場所に入っ

た。名刺交換や質

問は緊張したが、

取材後はとても満足できた。

高瀬光騎記者 取材がおもしろ

かった。取材内容

を文章にするのが

難しかったので春

秋をノートに写し

たい。良い経験になった。

高田誠也記者 水俣病を取材し

て書いた記事を被

害を受けた方が読

んで、喜んでくれ

たと聞き、新聞記

者の仕事の大切さを知った。

太記寛子記者 アウシュビッツ

を自主取材した記

事を読んだ戦争体

験者から手紙が届

いた。思いが誰か

に伝わったことに感動した。

武内望真記者 取材先の皆さん

が温かく迎えてく

れた。自分が書い

た記事を、喜んで

読んでくれる人が

いることがうれしかった。

竹元あかり記者 人と話し、関

わることが少し得

意になった。学校

生活でも発表回数

が増えた。これか

らも記者経験を生かしたい。

田中暖乃記者 どれも仕事は大

変だが、思いやり

を持って行動すれ

ば、人を笑顔にで

きて自分のやりが

いにもつながると学んだ。

田中美帆記者 記事を書くのは

とても大変だった

が、新聞に載るの

がうれしくて、が

んばって書いてよ

かったと達成感を感じた。

田原萌恵記者 文章をまとめる

力とコミュニケー

ション力がつい

た。いろんな人と

話すうちに自分か

ら進んで話せるようになった。

鶴田真菜記者 いろんな視点で

物事を考えること

の大切さを教えら

れた。１年間のす

べての経験がわた

しの未来につながっている。

寺地泰清記者 取材は楽しく、

ウキウキして記事

を書き、掲載され

ると達成感があっ

た。この１年を僕

のこれからに役立てたい。

徳永智士記者 取材を経験し、

興味がある記事だ

けでなくいろいろ

な記事を読むよう

になった。記者の

思いも考えるようになった。

鳥飼琉之介記者 聞いたことを

その場で書くのは

むずかしかった。

記者はたくさんの

取材をして記事に

するので大変だと思った。

長島康朗記者 初めての記事は

うまく書けなかっ

たが、取材を積み

重ねて上達した。

学んだことや楽し

いことがあって成長できた。

中野慈己記者 西南戦争の田原

坂を歩き、戦死し

た人の夢や未来が

戦争でなくなった

と知り、戦争はあ

らためていけないと思った。

長嶺実咲記者 取材した人の考

えを知って終わり

ではなく、記事に

して多くの人に伝

えられたことは、

楽しく貴重な体験だった。

中村航記者 国連ハビタットを

取材し、その活動

を知ることができ

た。一緒に参加し

たこども記者とも

交流を深めることができた。

中山千聡記者 たくさんの人に

出会えた。記者仲

間、支えてくれた

大人記者、家族に

感謝している。あ

りがとうございました。

西原壮太記者 心に残ったのは

関門トンネルの取

材。取材は最初不

安だったが、１年

間やって楽しさが

わかったような気がする。

伴瑠依子記者 私も人の役に立

てる仕事をしたい

と思うようになっ

た。記者活動で今

までと考えが変わ

り、将来の目標ができた。

樋口莉香記者 初取材は「ファ

ブラボ太宰府」。

緊張したがしっか

り質問できた。大

人記者や送迎して

くれた父母に感謝している。

平川千野記者 事前に質問を考

えるのが大変だっ

たけど、どの取材

でも仕事への思い

を熱心に話しても

らえて、世界が広がった。

藤井遥記者 たくさんの言葉に

触れ、ものを見て、

視野を広げること

ができた。文章で

自分なりの思いを

伝えられてうれしかった。

藤原アレックス偉智朗記者 ロ

ボットの取材でＡ

Ｉが悪用されない

法律を考えたこと

が印象に残った。

ＯＢとしてまた取材したい。

淵上尚輝記者 念入りに準備し

た昆虫写真家の取

材は大成功だっ

た。一緒に取材し

たメンバーとも友

情が芽生えた。一生忘れない。

古里小珀記者 しめきりを守る

ことや、取材相手

と接するときには

きちんとあいさつ

し、敬語を使って

話すことの大切さを学んだ。

真砂慧大記者 消防士や警察官

の取材を通して仕

事の大切さを学

び、他の記者とも

仲良くなれた。こ

の経験を生かしていきたい。

松尾のどか記者 大変なことも

あるのに、取材し

た方が笑顔なのは

仕事が楽しいから

だと思った。将来、

そう思える仕事がしたい。

右田若葉記者 こども記者にな

って、聞く力、疑

問を質問する力が

身についたと思

う。今後はコミュ

ニケーション力を高めたい。

溝江諭人記者 取材するごとに

記事が書けるよう

になり、恥ずかし

かった質問も「３

回はする」と心が

けたらできるようになった。

宮井美幸里記者 取材の仕方だ

けでなく、知らな

かった仕事や文化

を学べた。毎回わ

くわくした上に新

しい発見もいっぱいできた。

妻鹿賢樹記者 「或る列車」取

材でおもてなしの

心を知りますます

電車好きになっ

た。調べて考えを

書けたのは忘れられない体験。

守谷心花記者 １年間の活動を

通して「どの情報

が大切か、伝えた

いか」を見極める

力が身についたと

思う。日常でも生かしたい。

山口将二朗記者 初めて名刺交

換したり、関門ト

ンネル造りが命が

けの仕事だったと

知ったりするな

ど、いろいろな経験ができた。

横山史恩記者 いつも見ていた

建物に長い歴史が

あると知るなど、

わくわくの１年間

だった。特派員と

してもたくさん取材したい。

吉井南遙記者 人と話すのが苦

手だったが「こど

もの日」の新聞作

りなどで他の記者

と交流し「楽しい

！」と気付くことができた。

渡辺友梨記者 普段できない体

験ができたし、学

年も学校も違うこ

ども記者と仲良く

なり、大人に負け

ない紙面作りに挑戦できた。

福岡県消防学校の厳しい

訓練を取材した

記
事
が
新
聞
に
掲け

い

載さ
い

さ
れ
る
達
成
感
を
味
わ
っ
た
。
人
前
で

話
す
勇
気
が
湧わ

い
た
。
生
き
生
き
と
働
く
大
人
た
ち
に
出
会
っ

た
｜
。「
も
の
知
り
こ
ど
も
タ
イ
ム
ズ
」
の
２
０
１
８
年
度
（
第

９
期
）
の
こ
ど
も
記
者
は
７
月
末
で
１
年
間
の
任に

ん

期き

を
終
え
ま

す
。
き
ょ
う
は
、
各
記
者
が
取
材
や
記
事
の
執し

っ

筆ぴ
つ

を
通
し
て
得

た
学
び
を
「
卒
業
記
念
」
と
し
て
特
集
し
ま
す
。

昆
虫
写
真
家
の
栗
林
慧
さ
ん
を
取
材
。
手
作
り
の
特
殊
カ
メ
ラ
で

忍
者
の
よ
う
に
昆
虫
を
撮
影
す
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た

芸
術
を
仕
事
に
す
る
障
害
者
福
祉
施
設
の

取
材
で
は
福
祉
や
働
く
こ
と
の
意
味
に
つ

い
て
考
え
た

世
界
遺
産
の
構
成
資
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

福
岡
県
福
津
市
の
新
原
・
奴
山
古

群
の
取

材
。
史
跡
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む
人
々
の

思
い
に
触
れ
た
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